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ペロブスカイト化合物は機能の宝庫とも呼ばれ，なかでも⾦金金属
ハロゲン化物ペロブスカイトは可溶性があり，溶液プロセスなど
デバイス作製上の利利点を持つ。実際，トランジスタや太陽電池へ
の応⽤用例例が最近注⽬目されている1。

本研究では，⽴立立⽅方晶有機・無機ペロブスカイト(CH3NH3·MX3   (M 

= Sn, Pb; X = I, Br))化合物をベースに，組成変化による電⼦子構造，電
⼦子特性への効果を調べ，所望のデバイスに最適な特性を持つ材料料
を設計する指針を検討している。前回の報告では，ハロゲン化ス
ズ系材料料におけるハロゲン組成依存性及びヨウ化⾦金金属系材料料における⾦金金属組成依存性について，
電⼦子構造及び電気伝導性が組成に依存して変化することを⽰示し，これらの材料料を⽤用いたデバイス
作製の試みについて報告した（図２）。

デバイス作製にはFujifilmDimatix製DMP-2831マ
テリアルプリンタを⽤用いた。酸化膜付きシリコン
基板上に電極パターンを印刷後適宜焼結し，ギャ
ップ部分（50 µm）のみにペロブスカイト溶液を
印刷した。⼤大気中で不不安定なヨウ化スズペロブス
カイトについては不不活性雰囲気下でインクタンク
に充填し，印刷後直ちに測定に⽤用いた。前回の報
告では，印刷に適した⾦金金を電極材に⽤用いたため，微⼩小なソース・ドレイン電流流のみが観測され
た。しかし，この材料料系では⾦金金電極は適さないため，今回はカー
ボン電極を印刷で作製し，デバイス構造を作製したところ，接触
界⾯面が改善され電流流値の向上が確認された。また，弱いながらｐ
型の電界効果も確認された。ヨウ化スズペロブスカイトにおいて
は⾃自発的ドーピングによってキャリアが発⽣生するが，混晶におい
ても含有ヨウ化スズの⾃自発的ドーピング効果に由来する性質が現
れていると考えられる。

これらの結晶の電⼦子特性並びにインクジェット法によるデバイ
ス作製について議論論する予定である。
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図１：⽴立立⽅方晶ペロブスカイト構造
（有機カチオンは省省略略）

図２：⽐比抵抗の組成⽐比依存性（右：⾦金金属，左：ハロゲン）

 　
図３：マテリアルプリンタ
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